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文化財害虫 ・家屋害虫燻蒸手順

．
：F 円 幸 生

＊

Fumigation 　Process　of　Cultural　Property，
　House　and 　Household　Insect　Pests

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Yukio　TAMADA

　文化財害虫 ・家屋 害虫燻蒸手順 と して ， 次の 4

項 目を記録 し た 。 燻蒸効果 を高め，事故防止 に 役

立て ぱ幸 い で ある 。

　 i．破覆燻蒸作業手順

　 丘．密閉燻蒸お よび燻蒸庫 （室）燻蒸作業手順

　田．燻蒸車 に よ る燻蒸作業手順

　1V，特定化学物質に指定され た薬品を使用 して

行な う燻蒸作業の 記録表

L 被覆燻蒸作業手順

項 目 作　　業 手　　順 方　　法 点 検

事　 前　 作　 業 施設者
・
施設所在地

・
＜ ん 蒸対象品名．数量 ・くん 蒸 目的

　　　 （殺虫
・
殺黴）

・くん 蒸 希望 期 日
・時 間 等 くん 蒸 担

　　　当 者
・施 設管 理 者 名 を 聞 い た ヒで 現 場 を ト見 に 行 5

　　　き，くん 蒸実施 方 法 ・
常圧 くん蒸法 ・被覆 く ん 蒸及 ．

　　　び くん蒸実施期日
・時間

・使用薬量 ・作業主任者 ・i

作業員数 （作業主任者以
一
F2 名以上 で 1 班編成を原

則 とす る 博 歔 定す る．　　　　 ．． 」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
決定 し た くん 蒸 の 実施方法

・ガ ス の 特性
・
中毒症 状

・
緊急

事態発生時 の 措置
・
連絡網及 び投薬開放の 時刻等 を あ らか

じめ 施設 の くん 蒸担 当者 又 は管理 者 に 充分 説 明 す る。

指定救急病院に くん蒸実施場所 ・口 ・時をあ らか じめ 連絡

し、緊急事態発生時の 措置を依頼 して お く。 一
投 薬 準 備 作 業 必 要 器 具 機 材 の 点 検 ・持 込 み

（器 具機材）炎色反応型 ガス 検知器及び ガ ス ボ ン ベ ・北川

式 ガ ス 検知器 及 び 検知管 ・−i渉 計型 ガ ス 検知器 ・ガ

ス リー
ク チ ェ ッ カ

ー・
隔離式 全 面型 防毒 マ ス ク及 び

吸収缶 （臭化メ チ ル 用）
・
立 入 禁止 の 標識

・
夜間点

滅警告灯 ・移動棚 ・支柱
・ロ ープ ・ガ ス 濃度測定用

パ イプ ・供試虫 ・供試黴
・
目貼 り 用資材 （ガ ム テー

プ ・ビニ
ー

ル テ
ープ）

・ビ ニ
ー

ル シート ・砂袋 ・真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作 業員 の 健 康状 態 の 点検 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （炎色反応型 ガ ス 検知器 ）着 火 して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 正 常作動 の 確認 及 び ボ ン ベ 内の ガ ス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 量 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （北川式 ガ ス 検知器）気密試験及 び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 通気試験 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （干渉計型 ガ ス 検定器 〉ソ
ーダーラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イム ・塩化 カ ル シ ウ ム の 充填状態 ・

　　　砂土
・

ス コ ッ プ ・一
輪車

・麻袋
・足 場 ・発 電気 ・送 …気密 テ ス ト及 び電池 ・電 球 の 点検

　　　購 舵 腹等。　 　 　 　 　 　 1（驪 式全醒 腫 マ ス ク陛 織

L ＿．．＿．．一一 ．　　　　　　　 ．　 一　　　　　　　　　 の 気密点検丞び 吸収缶 の 効力点検・

；外部σ）処理　排水 口 ・下 水口 の 密閉

1　　 電話線 ・電 灯線 の 　特 切断　　　　　　　　　　　
ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　 『 广 一一．．　　一
内部の 処 理 　動植物 ・薬害 の あ る物件 の 搬出 。

薬害 の あ る も の で 搬 出 の で き な い もの は ビ ニ ール

シートで 包 み 込 む 。

＊ ｝．1．1和 燻蒸 KK ．〔〒801　北九州 市門司 区東本町 2−6−5〕
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項 目 作　　業　　　手　　順　　　方　　法 点 検

ガ ス 濃度測定用 パ イプの 設置　ガ ス 濃度 の 測定が被覆 シー

　　　トの 外 か らで き る よ う に 設置 し， くん蒸空間 の 上 ・

　　　中
・
下 の 位置 に 先端を固定 す る、パ イプ数 は内容積 1

　　　に 応 じ適宜増 や す。

　　　　　　　　 供試虫 ・供試黴の 配置　共 に く ん 蒸空聞 の 上 ・中 ・下 に

  を 標準 と し，低温
・
吸着量 の 多 い

と す る。

標準 と し，低 温 の 場 合 は く ん蒸時間

g／  を上回 っ て は な らな い 〔薬害の

i投薬用パ イプの 設置　吐出管 を くん蒸空聞の 高所 に ，吸入

　　　 管 を ト部 に 設置 し，両管の 先端が 対象線 に で き る だ

　　　 け は な し て 設置 す る 。又 ， 他端 をシ
ー

トの 外 に 出 し，

　　　 真砂土 ・粘土 等 で シ
ー

ル す る。

気象通報　天気予報を調べ 危険性の あ る 時は ，作業中止 。

天幕被覆　シ
ー

ト破損防 lhの た め ， 突出部に 麻袋 を 当て 保

　　　護する 。被覆 シ
ー

トをか ぶ せ ， 裾部を真砂土等で 押

　　　え る c

気化 機の 設置 　投薬用 パ イプを 接続 し，漏洩の な い よ う

　 　 　 シ
ー

ル す るロ

薬量確認　ボ ン ベ ・小缶の 薬量確認 及び 投薬位置 に 配置。
投　 薬　 作　 業　人員 の 確認　ビニ

ー
ル シ

ー
ト内に 人がい な い こ と を確認 。

　　　　　　　　 投薬開始　隔離式全面型防毒 マ ス ク 似 後 ， 防毒 マ ス ク と

　　　　　　　　　　　 い う ）を装着 し，作業主任者を含む 2 名以 上 で 行 な

　　　　　　　　　　　 う。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

吐出 さ れ る ガ ス が 直接 室 内 物 件 に 当

た ら な い よ う 配 慮 され て い る か，又

吸引 口 の 付近 に 吸引 され る 物件が な

い か を点 検、

シー
トの 穴 ， 破損部分の 点検。

装着 した防毒マ ス ク の 気密性 を再点

検。

in。
ェ ッ カー

で

滅警報灯 を点

る場舗 ・防1ガ ス 厳 繍 淇1淀 表・

器 で 測 定 し記

録する。又 ，
こ の 場合必要 が あ れ ば ， 〔殺 虫20mg〃 ，

殺tw60mg／e を保持｝追加投薬を行な う。
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項　　　目 作　　業　　　手　　順　　　方　　法 点 　　　　　検

ガ ス 漏れ 小点検　防毒マ ス ク を装着 し，ガ ス リークチ ェ ッ

　　　カ
ー一・

北川式 ガ ス 検知器 で 裾押え等を点検，ガス 漏

　　　れ を 認め た 場合，直ち に 補修を し，補修後 の 安全を

　　　確認す る 。

警備　　投薬後，安全 濃 度が 確認 され る ま で ，昼夜間共 2 名 安全 な 場所 を選定 し，休み 場所 とす

以上配備 し，警備を行な う 。各自防毒マ ス ク を携帯。1る し化川式 ガ ス 検知器 で 確認）。　　　「
特別に 注意する事項

　　　　　　　　　　 一
ガ ス 攪拌装置使用 の 場合

…床面 に 水平方向 に 送風 で き る よ う 配置 し，ガ ス 濃度 が 2 時間以内 に

均一化で き る 能力 〔  ÷ 送風量＝30以内）の あ る もの を 使用 し，均
一に

な る ま で 運転。配置時に 送風 の 正 常及 び方向 を点検の こ と 。

投薬作業よ り以後の 作業 は ，作業員全員，防毒マ ス ク を携帯 し，必 要 に 応 じ，直 ち に装着 で き

る よ うに す る。夜間警備 の 仮眠中 は手元 に 置 く 。 安全 濃度を確認 後携帯を解く。

危害防止上の 措置　風向 ・人家の 有無
・
周囲の 状況 等 を考

慮 し，移動柵
・

ロ
ープ等 を設置 の 上 「立入 禁止」 の

表示をす る 、夜問は 点滅警告灯 を点灯 す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1−一一

開　 放　作　 業 開放作業　防毒 マ ス ク を装着 し，被覆 シートの 裾 押 え の 一

部 を ま く り 上 げ
，送風機 を風 下側 に 向 けて 設 置 す る。

周囲の 状況 か ら蛇腹 ホース を使用 して排出す る 場合

は蛇腹 ホース の 取付部及 び接続部 を シ ール し
， 漏 な

い よ う に す る。蛇腹 ホ
ー

ス の 長 さに よ り必要あれ ば，

ホ ース の 先端 に 送風 機を さ ら に 取 り付 け る 。

シ
ー

ト内の 安全許容濃度 を確認の 後，シートをお ろ

し撒去す る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

開 放 後 の 作 業 安全濃度 の 確認　く ん蒸対象建造物又 は対象物の 各部をガ i
ス リ

ー
ク チ ェ ッ カ

ー・北川式ガス 検知器 で 計測 し，

安全濃度以 トに な っ た こ と を確認 す る。

使用機材
’
の 搬出　使用 し た 器 具

・機 材 を搬 出 し，清 掃 ，取

り は ず し た も の
・
持 ち出 し た も の か あ れ ば復元 す

る 。

施設側 に 引 き 渡す 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．一．．凵
特別に 注意する事項 被覆 シ

ー
トの まわ りの 冊

・
ロ
ープ等 は，安全が 確認 され て か ら取 りの け る。

ll　密閉燻蒸及び燻蒸庫 （室）燻蒸作業手順

項 目 作　　業 手　　順 方　　法 占… 検

事　 前　作　 業 施設者 ・施設所在地 ・く ん 蒸対象品名
・く ん 蒸 目的 （殺 …

虫
・
殺黴）

・
く ん 蒸希望期 凵

・
時間等く ん蒸担 当

．

者 ・施設管理者名 を聞 い た上 で 現場 を下 見 に 行 き，

くん 蒸実施方法
・
常圧 くん蒸 法 ・

密閉 くん蒸 ・く ん

蒸 庫 （室 〕 くん 蒸 及 び くん蒸 実 施 期 日 ・時 間 ・使 用

薬量 ・
作業主任者 ・

作業員数 〔作業主任者以下 2 名

以上で 1班編成 を 原則 と す る ）等 を決定 す る。

決定 し た く ん蒸 の 実施方法 ・ガス の 特性
・
中毒症状

・
緊急

事態発生時の 措置
・
連絡網及 び投薬開放の 時刻等 を あ らか

じめ施設の く ん蒸担当者又 は管理者 に 充分説明 す る 。

指定救急病院 に くん 蒸実施 場所
・口 ・

時 を あ らか じめ連 絡

し，緊急事態発生時の 措置 を依頼して お く。
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項　　　 目 作　　業　　　手　　順　　　方　　法 点　　　　 検

投 薬 準 備 作 業 必要器 具 ・機材の 点検
・
持込 み

一　　　　　　　　　　　、i
作業員 の 健康状態 の 点検、

（器 具 機材〕　 炎 色 反 応 型 ガ ス 検知器及び ガ ス ボ ン ベ ・北 （炎色反応型 ガ ス 検知器）着火 して

川式 ガ ス 検知 器及 び検知管
・
十渉計型 ガ ス 検定器 ・ 正常作動の 確認及 び ボ ン ベ 内の ガ ス

ガ ス リーク チ ニ ッ カー・
隔離式全面型防毒 マ ス ク 及 量。

び 吸収缶 〔臭化 メ チ ル 用）
・
立入禁止 の 標識 ・夜間 （北川式ガ ス 検知器 ）気密試験及 び

点滅警告灯 ・移動柵
・
錠前

・
ロ
ープ ・ガ ス 濃度測定 通気試験。

用 パ イ プ ・供試虫
・
供試菌

・
目貼用資材 （ガ ム テ

ー
（干渉計型ガス 検定器）ソ

ーダ ラ イ

プ ・ビニ
ー

ル テープ ・漆喰 ・油粘土 ・
コ
ーキ ン グ ・ ム ・塩化 カル シ ウ ム の 充填状態 ・気

パ テ ・ビニ
ー

ル 等〕。 密 テ ス ト及 び電池 ・電球の 点検 。

（隔離式全面型防毒 マ ス ク 〕装 着 後

1 の 気密点検及 び吸収缶 の 効力点検 。

くん蒸対象物搬入 前の 点検。　　　　　　　　　　　　　1密閉個所 が風及 び投薬初期の ガ ス 圧

密 閉 作 業　出入 口 ・窓 ・通気 口 ・仮設壁 ・電 気系統 パ イ に 充 分耐 え 得 る固定処置 が な さ れ て

プ ・空 調関係パ イプ等 の 目貼 り を行 な う。ガ ス 漏 れ い る か を点検 。

の 恐 れ が強 い 個所 は 必要 に応 じ補強 す る 。

仮設壁に 通風機 を取 り付 け，ガ ス 漏 れ の な い よ う に

シー
ル す る 。

ガ ス 濃度測定用パ イブの設置　庫 （室）内ガ ス 濃度 の 測定 検知 パ イプの 通気及 び気密の 点検。
が庫 〔室）外 か ら で き る よ う仮設壁 の 床．．ヒ約 1．5m

i　　 の 位置に パ イプを設置 し，他端 を くん 蒸空間 の 上 ・
1

中 ・下 に 固定す る。又 内容積に 応 じ パ イプ数 を適 宜
．
　　　 増 や す。 ．一．
供 試 虫 ・供 試 菌 の 配 置 　共 に く ん 蒸 空 間 の 上 ・中 ・ドに

各 々 一
瓶 〔袋｝ず つ 配置 し

， 内容積 に 応 じ適宜増瓶
：

〔袋 ） す る。供試菌 に つ い て は 別 の
一一

袋 に
「C 」 を 記

2 し
， 庫 （室 ）外 に 配置 す る 。　　　　　　　　　　 一．一．

特別に 注意す る事項　使用薬量…容積 ・
時間

・
気温等 を考慮 して 決め る e

（殺 虫 目的の 場合）25℃ ，24時間 く ん 蒸 で 16− 20g／  を標準 と し，低温 ・吸着量 の 多い

対象物 の 場 合は倍 量 （32− 4Qg／m3 ）と す る 。

1：殺黴 屓 的の 場合 ｝25℃ ，24時間 く ん蒸で 100g／  を標準 と し，低温の 場合 は く ん 蒸時間

を延長す る。又 い か な る条存1で も 100g／  を上 回 っ て は な ら な い （薬害 の

た め ）。 ．一．．一一．一一一．
投薬用 パ イ プの 設置　吐 出管 を く ん 蒸空問の 高所 に，吸入 吐出 さ れ る ガ ス が 直接 くん 蒸 対象物

管を下 部 に 設 置 し，両管の 先端 が対角線上 に で き る に 当 ら な い よ う配 慮 さ れ て い る か
，

だ け 離 して 設 置 す る。又 他 端 を庫 〔室 ）外 に 出 し， 又 吸入 口 の 付近 に 吸引 さ れ る 物体 が

　　 仮設壁 と の 間 隙 を シール す る。一 な い か を点 検 。

薬量 確認　ボ ン ベ ・小缶の 数量点検。

気化機の 設置　投薬用パ イプを接続 し
， 漏洩 の な い よ う に 吸引 ・吐 出の 風 向点 検 。

シ…
ル す る。ヒ

ー
タ
ー

ス イッ チ を ON に し， 水温 温水槽の 水量点検。

を暖 め，適温 80℃ に す る 。

薬剤の 配置　使用薬品ボ ンベ ・
小缶 を投薬位置に 配躅。

投 薬 作 業

　　　　　　　　　一．
人員の 確認　庫 （室 ） に 人が い な い こ と を確 認 。

投薬開 始　隔離式全面 型 防毒マ ス ク 似 下防毒マ ス ク と い 装着 した 防毒 マ ス ク の 気密性を再点

う）を装着 し，作業主任者を含 む 2 名以上 で 行な う。検。

気化機 の 吸引 ・吐出バ ル ブ を開 け ，ボ ン ベ を気化機 気化機導入 量 はユkg／約 1．5min。
に 装着 し て い る 投薬用耐圧 ホ

ー
ス に 接硫 、 保管場 所 を ガ ス リ

ー
ク チ ェ ッ カー

で

ボ ン ベ の バ ル ブ を徐 々 に 開 き投薬 。 点検．

投 薬終 了後 空 ボ ン ベ は安全 な場所 に 保管す る。
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項　　　目 作　　業　　　手　　順　　　方　　法 点　　　　 検

ガ ス 漏 れ 点検…防毒 マ ス ク を装着 し，ガス リ
ー

ク チ ェ ッ

カ
ー・北川 式 ガ ス 検知 器 で ，あ らか じめ設 定 して い

る 漏洩測定点 （各所 目貼 り個所 及 び 空問 部等｝ を 測 漏 洩個所 と 処置 表 に 記 載。

定。漏洩個所 が あ れ ば
， 投薬 を 一

時中断 し
， 適格 な

処置 を講 じ
， 処置後女全確認 を し た 後 ， 投薬 を 再開

す る。

危険表示
…

出入 口
・
仮設壁等必要個所 に

「くん 蒸実施中
・

立入禁止」 の表示 を す る 。 又立地条件 ・
区画条件等

必 要に応 じ柵 ・ロ ープ等を使用 し ，

「くん 蒸実施中 ・

立 入禁止」 の 表示を し，夜間 は点滅警告灯 を点灯 す

る。　　　　　　　　　　 1．T．广一广一一．一一『 尸 一．
くん蒸 中 の 作 業 庫 （室）の ガス 濃度測定　経時測定 の 必要ある場合 は，防

一．

毒 マ ス ク を装着 し，干 渉 計型 ガ ス 検定器 で 淇1」定 し， ガ ス 濃 度 経 時 測 定 表 。

記 録 す る。又 こ の 場 合 必 要 が あ れ ば，〔殺 虫20mg〃 ・

殺 黴 60mg〃 を保持）追加投薬を行な う。

ガ ス 漏 れ 点検　防毒 マ ス ク を装着 し
，

ガ ス リーク チ ェ ッ ガ ス 漏洩経時測定表 。

カ
ー・北川式 ガ ス 検知器 で あ らか じめ 設定 して い る 漏洩個所 と処置 表。

漏洩測定点を点検 ， 漏洩個所があれ ば
， 必要処置 を

講 じ，処置後安全 確 認 を した後，記録 す る 。

警備　　　投薬後安全 濃度確認 して，昼夜聞共警備員 2名 安全 な場 所 を選 定 し，体 け い 場所 と

以．ヒ配備 し警備を行 な う。各自防毒 マ ス ク を携帯。 す る 〔北川式検知器 で 確 認 〉。『1 　一一
特別に 注意する事項 ガ ス 攪拌装置使用 の 場合…床面 に 水平方向 に 送風 で き る よ う配 置 し，ガス 濃度 が 2 時間以内 に

均
．一

化 で き る 能力 （  ÷ 送 風 量＝30以内 ）の あ る らの を使用 し，均一
に

な る ま で 運転 ， 配 置 時に 送 風 の 止 常及 び 方向 を点検 す る こ と。

投薬作業 より 以後 の 作業 は，作業．員全員隔離式全面型防毒 マ ス ク を携帯 し，必 要 に 応 じ，直 ち

開 放 作 業禧
こ装着 で き る よ う に す る 。夜間 警備 の 仮 眠 中 は 手元 に 置 く。安全濃度確 認後携帯 を解 く。

　害防止 上 の 措置　排出口 付近の 風向
・人 家 の 有無

・
周囲の 1

　　 状況 等を考慮 し，移勤柵
・ロ ープ等 を設置 の 上 「立 入

　　　禁止」の 葬示をす る。夜間 は 点滅警告灯を点灯 す る。1
開放作業　防毒マ ス ク を装着 し ， 強制排 気装置の あ る 場合 …

　　　は装置 を使用 して 行なう。　　　　　　　　　　 i

　　 仮設壁 に 設置 さ れ た送風機 を使用 して 排出する場合 ：送風機 の 取付部及 び蛇腹 ホ
ー

ス の 連

　　　は，送風機の 先 に 蛇腹 ホー
ス を取付 け，漏れ の な い 結 は 特 に 注意 し， 防毒 マ ス ク を装着

　　　よ うに シー
ル し，排出冂 付近 に立人 禁止処置 を して 　し，ガ ス リ

ー
ク チ ェ ッ カ

ー・北川式

行 な う。又 施設の 構造上 蛇 腹 ホー一
ス を 2 本以 上 連結 ガ ス 検知器 を使用 し漏洩点検，漏 洩

す る場合 は，連結部 か ら漏れ の な い よ う に シー
ル を に 対す る 必要処置をと る 。

し，排出口 に 別途 ， 送風 機 を取 り付 け，2 台 で 排出

す る 。（必要 の あ る 場合 は さ らに 送風 機を増 す ）

排出冂 付 近 の 監 視 は 必要 に 応 じ て 行 な う。 ．一 ．一
開 放 後 の 作 業 安 全 許容濃 度 の 確 認　防毒 マ ス ク を装着 し，庫 （室 ） 内及

び 収容物の 内部等 を北川式検知器等 で 測定 し，安企 安全濃度確認表。

許容濃度以下 に な っ た こ と を 確認す る
。

目貼 り個所 の 撒去　安全 が確認 され た後 ， 各目貼り個所
・

パ イプ ・ホ
ー

ス ・供試虫 ・供試黴等を撒去。一1内
使用器具

・
機材 の 撒去　使用 し た 器具 ・機材を撒去 し，清

掃 。 取 りは ず し た もの が あ れ ば 復元す る 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

施設 側 に引渡 す。
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項 目 作　　業 手　　順 方 　　法 点 検

特別に注意する 事項　送風機及び 蛇腹 ホース を 使用 して ガ ス 排出を行な う場合の 注意

　　　　　　　　　　 L　仮設壁 （送 風機設置）よ りで き る だ け近 い 扉 を利用。
　 　 　 　 　 　 　 　，　　 2． 蛇腹 ホ ース は で きる だけ曲が り折 れ の な い よ うに し，空気抵抗を減ずる 。

皿．燻蒸車に よる燻蒸作業手順

『 广一
項 目　　；

一
作　　業　　　手　　順　　　方　　法 点 検

事 前 作　 業
3

施設者 ・施設所在地 ・くん 蒸対象物名．数量 ・〈 ん蒸目的

　　　 （殺虫 ・
殺黴 〉・くん 蒸希望期 凵 ・時間等くん蒸担

　　　当者 ・施設管理 者名 を 聞 い た 上 で 現 場 を 下見 に 行

き，駐車場所 ・実施期 日 ・時間 ・使用 薬 品 ・
作業主

任者 ・作 業 員 数 （作業主 任者以 ト2 名以 上 で 1班編

成 を原則 と す る ）等 を決定 す る。
施 設 の く ん 蒸担 当者又 は 管 理 者 に ，ガ ス あ特性 ・中毒症

　　　状 ・
緊急 事態発生時の 搭置

・
連絡網及 び投薬 ・解放 、

　　　の 時刻等 を充分 に 説 明 す る。

指定救急 病院 に くん蒸実施場所 ・H ・時を あ らか じめ連絡

　　　し，緊急事態発生時 の 措置を依頼して お く。
投 薬 準 備 作 業　必要器 具

・
機材の 点検 ・持込 み

　　　　　　　　　〔器具
・
機材） くん蒸車

・
炎色反応型 ガ ス 検知器 及 び ガス

　　　　　　　　　　　 ボ ン ベ ・北川式 ガ ス 検知 器 及 び検知 管 ・
干渉計型 ガ

　　　　　　　　　　　 ス 検知器 ・ガ ス リー
ク チ ェ ッ カ ー・隔 離 式 全 面 型 防

　　　　　　　　　　　毒マ ス ク 及 び 吸 収缶 〔臭化 メ チ ル 用〉 ・立人禁止 の

　　　　　　　　　　　 標識
・
夜間点滅警告灯 ・

移動柵
・ロ ープ ・供試虫 ・

　　　　　　　　　　　 供 試 黴
・
発泡ス チ ロ ール 板

・ベ ニ ヤ 板等 。

くん蒸対象物の 搬入　必要あれ ば 台車を使用。

作業員 の 健康状態の 点検。

　 〔炎色 反応 型 ガ ス 検知器〕着火 して

正常作動 の 確認 及び ボ ン ベ 内の ガス

里．．

　〔北川式 ガス 検知器 〉気密試験及 び

通 気試験 。

　（干渉計型 ガ ス検定器 ）ソ
ー

ダ ラ イ

ム ・塩化 カル シ ウ ム の 充填状態 ・
気

密 テ ス ト及び電池 ・
竜球 の 点検。

　（隔離式全面型 防毒マ ス ク ）装備後

の 気密点倹及 び吸収缶 の 効力点検。

　（く ん 蒸車〕使 用 点検
・
各部バ ル ブ

の 作動状況 ・発 電機 の 燃 料
・オ イ

ル ・温 水槽の 水量。
．庫内配 管の 開孔部が ふ さが れ て な い

．か 。
供試虫 ・供試黴の 配置　各 1瓶 （袋：1 を庫 内 に 配 置，他 に

　　　1 瓶 （袋） に 「C 」 を記 入 し
， 庫外 に 配置 す る c

密閉作業　密閉用扉 を閉 め，油 圧 ポ ン プ右端 の 切 替 レバ ー
　　　　　　　　　　　　　　 一
扉 の パ ッ キ ン グの め くれ点検 。

を 「排出」 の 位置 に し，油圧 レバ ー
を作動 ， 圧力計 検知パ イプの 位置，

が 約30kgん  に な る ま で 作動，逆流バ ル ブ を閉め る。
操作室作業 バ ル ブ を全て 閉鋤 マ ノメータバ ル ブの み 開 く ），

気化器の 水量を確認 し， 発竃機始動。

換気扇 ス イ ッ チ ON ．気化器 加温 開始。
“

フ ロ アー運転　吸気バ ル ブ ・投薬バ ル ブを開 く、庫内圧 零

調整。プ ロ ア ー
作動。
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」

項　　 目 作　　業　　　手　　順　　　方　　法 点　　　　 検

特別に 注意す る事項 使用 薬量 …殺虫の 場合，25℃，24時間 くん 蒸 で 500g （40g／  ）

殺黴場合，25℃，24時 間 くん 蒸 で lkg （809／  〕

低温 ・吸着 量 の 多い 対 象物 の 場 合 は く ん 蒸時聞 を延長 す る。

操作室 の ス ラ イ ドドアーは安全濃度確認 ま で 開放。

気化器 の 温度 は60〜70℃

投　 薬　 作　 業 投薬開始　隔離式全面型防毒 マ ス ク （以下防毒マ ス ク とい

う｝を装着 し，作業主任者 を含 む 2名以 トで 行な う。

開缶バ ル ブ を開 け，投薬調整バ ル ブを徐 々 に 開い て

投入 （500g／約1．5分）。

投薬終 了　目 ガ ラ ス で 投薬 が 終 了 した こ と を確認，数分間

放置 し た 後 ， 開缶バ ル ブ，投 薬 調 整 バ ル ブ を閉 じ る 。

庫内均
一

化　サ ン プ リ ン グバ ル ブを使 用 し，庫内濃度 を順

　　　 次測定，均
一が確認 され た らプ ロ ア

ー
停止 。一

危険表示　柵
・ロ ープ等を使用 し

「
く ん 蒸実施中

・立 入 禁

　　　止 」 の 表示 を し ， 夜間 は 点滅警告灯 を点灯 す る 。

く ん 蒸 中 の 作業

ガス 漏 れ 点検　 ガ ス 漏れ の な い 構

後 ガ ス リ
ー

ク チ ェ ッ カ
ー・

し て ガ ス 漏れ の 点検 を す る

警備　　投薬後安全濃度確認 ま で

上 配置 し，警備 を行 な う。

開 放 作 業 危害防止 の 措置　直排バ ル ブ を使

場合 ， 風 向・人家の 有無
・
周

動冊 ロ ープ等を設置の 上
「

夜間 は
， 点滅警告灯を点灯

， 排出作業　所定の くん蒸時間経過

庫内濃度測定　経時測定の 必要ある 場合 は，防毒マ ス ク を

　　　装着 し，干渉計型 ガ ス 検定器 で サ ン プ リ ン グバ ル ブ

　　　よ り測定 し，記録す る。

　　　　　　　ガ ス 漏れ の な い 構造 に な っ て い るが，投薬

直排バ ル ブ を使用 し て

　　　　　所定の くん蒸時間経過後残留

　　　プ ロ ア で （除毒）吸着槽を通 しな

　　　出 し，充分 に 庫内濃度が 低下 した

ス ク を装着

知器 で 測定

認。

。

ガス 濃度経時測定表。

安全 な場所 を確保 し，休 け い 場所 と

一．＿ ＿ ⊥■一
作業員全員防毒 マ ス ク を携帯 し

， 必要 に 応 じ て ，直 ち に 装着 で き

　 る ように す る 。 夜間警備 の 仮眠中は手元 に置 く。安全濃度確認後携帯 を解 く 。
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